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「 書 道 」シ ラ バ ス

教 科 科 目 単位 指導年次 教科書名 副教材

芸 術 書 道 Ⅰ ２ １年 書道Ⅰ（教図） 無

到達目標 書の基本・基本の定着させ、表現力、応用力を身につけさせ、書に親しみを

持ったせる。

到達目標に向けて 生活の中に書を生かす（ふでペンの技法）

の 街でみかける書の鑑賞

具体的取り組み

〔指導上の留意点〕

月 単元・教材名 指 導 内 容 評価方法 評価の基準

１ 姿勢、執筆（懸腕法、提腕法、枕腕

４ 書の学習を始めよう 単鈎法、双鈎法） 観察力 意欲

２ 用筆（起筆、送筆） 自己表現力 工夫

運筆（遅速、抑揚） 提出作品 態度

３ 筆脈（気脈）一度の墨継で一文字

５ 基本となる点画と用 ないし、数文字を書く

筆 ４ 字形（向勢、背勢）

６ 表現の違い １ 基本的筆使い（整正な表現）

楷書

２ リズムのある早書き

７ 行書・草書 ３ 軽やかな表現

書体の変遷図

９ 漢字の書（臨書） 作品の鑑賞

格調高い書風を学ぶ

10 孔子廟堂碑 端正な字形、切れ味の鋭い筆法を学ぶ

九成宮醴泉銘

自由で流れのある筆使いの中から点画の

11 形成筆順が変わることもある行書の筆使

蘭亭序 いの特徴

12

表面・・・相手の住所、氏名

１ 封筒の書き方

ハガキの書き方 裏面・・・差出人の住所、氏名

２

色紙に小筆で作品を作らせる。

３ 俳句を書く


